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1. はじめに

	 単一画素カメラ[1]は，単一の光検出器と符号
化を行う空間光変調素子からなるイメージング

装置である．観測対象である物体からの光は，空

間光変調素子に表示された符号化マスクにより

変調され，合波して，光検出器により検出される．

再生像は，符号化マスクを順次切り替え光検出す

ることにより，検出値と符号化マスクから逆行列

計算により算出される．また，像形成レンズを必

要とせず簡単な構造でコンパクトであり，広い波

長帯域に対応できることを特徴とする．これらの

特徴は可視光だけでなく，GHz[2]やTHz波[3]を使
った物体のイメージングが可能になる． 
	 単一画素カメラの性能は，マスクによって決ま

る．アダマール行列からなるマスクは，直交性を

持っていること，計算コストが少ないことから単

一画素カメラの計測において適したマスクであ

る．しかし，強度変調においては負の値を表すこ

とができず，負の成分を含むアダマールマスクで

は2倍の計測回数が必要となる． 
	 本研究では，複素振幅型の単一画素カメラを用

いた位相計測法を提案する．位相シフト法と複素

振幅信号の検出することにより，物体の位相イメ

ージング[4]を可能にする．複素振幅マスクは位
相 変 調 型 空 間 光 変 調 素 子 (PM-SLM: phase 
modulation spatial light modulator) に表示され，干
渉によりアダマールマスクを直接再現される．ま

た，マスク非表示部を，参照光の位相シフトに使

われる．これにより同軸の干渉系になり，外部振

動に強い位相イメージングシステムになる． 
 
2．実験方法と結果 

	 Fig. 1(a)は，実験光学系である．直進光成分の
みを検出するため，光検出器の前には集光レンズ

とピンホール(直径 25µm)を設置した．Fig.1(b)は，
観測対象である．計測範囲を左半分には何も置か

ず，右半分にはミラーを置き位相計測を行った． 
	 Fig. 2は，実験に用いたマスクパターンと計測
された位相分布を示す．マスクパターンは，

PM-SLMの歪みを補正するパターンと 32×32の
アダマールマスクから構成される．再生像の右側

は，PM-SLMの歪みとミラーの位相分布の重ね合
わせとなった．再生像の左側は，観測対象からの 
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Fig. 1 (a) Experimental setup and (b)Target object. 
 

,   
         (a)                	  (b) 

Fig. 2 (a) Mask pattern and (b) phase distribution. 
 
光が検出されないため，ランダムな位相分布とな

る．実際の計測は，基準であるミラーと観測対象

それぞれの計測結果の差から求まる． 
 
3．まとめ 

	 インライン干渉計と位相シフト法を導入し，単

一画素カメラによる位相イメージングを提案し，

実験的に実証した． 
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